
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「聖書
せいしょ

の預言
よ げ ん

の学
まな

び」     

 

第
だい

６
ろっ

課
か

  犠牲
ぎ せ い

を理解
り か い

する（５月
ご が つ

１０日
と う か

） 

下村
しもむら

和美
か ず み

 

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

新約
しんやく

聖書
せいしょ

のバプテスマのヨハネが語
かた

った言葉
ことば

「見
み

よ、世
よ

の罪
つみ

を取
と

り除
のぞ

く神
かみ

の小羊
こひつじ

だ」（ヨハネ１：２９
いち：にじゅうく

）の「神
かみ

の小羊
こひつじ

」は、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

に書
か

かれている聖所
せいじょ

の祭壇
さいだん

に捧
ささ

げられた犠牲
ぎせい

の小羊
こひつじ

のことであり、全人類
ぜんじんるい

の身代
み が

わりと

なって十字架
じゅうじか

の死
し

を遂
と

げられたキリストを示
しめ

しています。 

 

「わたしはまた、御座
み ざ

と四
よっ

つの生
い

き物
もの

との間
あいだ

、長老
ちょうろう

たちの間
あいだ

に、※1ほふられたとみえる子
こ

羊
ひつじ

が立
た

っているの

を見
み

た。」（黙示録
もくしろく

５：６
 ご：ろく

、口語
こうご

訳
やく

）は、イエスがほふられた小羊
こひつじ

のような姿
すがた

で現
あらわ

れたということを通
とお

して、イエ

スは十字架
じゅうじか

に自分
じぶん

の命
いのち

を捧
ささ

げた深
ふか

い愛
あい

の神
かみ

であることをハッキリと知
し

らされます。 

※１ほふられた：体
からだ

を切
き

り裂
さ

かれた 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：無益
むえき

な犠牲
ぎせい

なのか 

神
かみ

にささげた犠牲
ぎせい

を拒否
きょひ

されることは悲劇
ひげき

です。創世記
そうせいき

で、アベルの犠牲
ぎせい

は神
かみ

に受け入
う  い

れられ、カインの犠牲
ぎせい

は受
 う

け入
い

れられませんでした。 

神
かみ

に受け入
う  い

れられなかったカインの犠牲
ぎせい

は、この世
よ

の王国
おうこく

を動
うご

かしている

自己
じ こ

満足
まんぞく

と同じ
おな 

精神
せいしん

であり、カインは自分
じぶん

の好き
す  

なように生
い

き、自分
じぶん

のやり

方
かた

で形
かたち

だけの儀式
ぎしき

でした。 

しかし、神
かみ

に受け入
う  い

れられたアベルの犠牲
ぎせい

は、これから来
こ

られる救い
すく 

主
ぬし

キリストが、私
わたし

たちの罪
つみ

のために身代
み が

わ

りとなって十字架
じゅうじか

で死
し

んでくださることを信
しん

じ、キリストの犠牲
ぎせい

の象 徴
しょうちょう

として捧げた
ささ   

小羊
こひつじ

なので、神
かみ

に義
ぎ

と認
みと

め

られ、犠牲
ぎせい

の供え物
そな もの

が神
かみ

に受け入
う  い

れられたのでした。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：雄
お

牛
うし

と山羊
や ぎ

の血
ち

 

動物
どうぶつ

の犠牲
ぎせい

制度
せいど

を、「残酷
ざんこく

、過酷
かこく

、不当
ふとう

」と批判
ひはん

する人
ひと

がいますが、キリストの死
し

は※２残酷
ざんこく

で過酷
かこく

で不当
ふとう

なことで

した。罪
つみ

なきイエスが罪
つみ

ある者
もの

のために死
し

んだのは、罪
つみ

の問題
もんだい

を解決
かいけつ

するために必要
ひつよう

だったのです。 

犠牲
ぎせい

を、十字架上
じゅうじかじょう

のイエスの死
し

の「小さな
ちい   

預言
よげん

」と表現
ひょうげん

する人
ひと

もいます。犠牲
ぎせい

の儀式
ぎしき

の小羊
こひつじ

や動物
どうぶつ

は、神
かみ

の

小
こ

羊
ひつじ

キリストが私たち
わたし  

を救う
すく 

ために身代
み が

わりとなって死なれた
し   

贖い
あがな 

の犠牲
ぎせい

を象 徴
しょうちょう

し、将来
しょうらい

、イエスの十字架
じゅうじか

の



死
し

と復活
ふっかつ

が起
お

こることを当時
とうじ

の人々
ひとびと

に伝
つた

えました。 

イエスが十字架
じゅうじか

にかかり復活
ふっかつ

した今
いま

は、イエスの十字架
じゅうじか

と復活
ふっかつ

をこれから

起
お

こることとして知らせる
し   

必要
ひつよう

はもうなくなったので、象 徴
しょうちょう

としての犠牲
ぎせい

の儀式
ぎしき

の目的
もくてき

は達成
たっせい

され、役割
やくわり

は終
お

わりました。 

※２残酷
ざんこく

で過酷
かこく

で不当
ふとう

なこと：相手
あいて

を苦
くる

しめることを平気
へいき

でやること 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：過
すぎ

越
こし

の小羊
こひつじ

 

黙示録
もくしろく

ではイエスのことを「小羊
こひつじ

」と 3 0
さんじゅっ

回
かい

近く
ちか 

呼
よ

んでいます。救済
きゅうさい

計画
けいかく

のはじめの頃
ころ

から、神
かみ

の民
たみ

は来
きた

る

べきメシアの象 徴
しょうちょう

として「小羊
こひつじ

」という言葉
ことば

を用
もち

いていました。 

イエスだけが神
かみ

の聖さ
きよ 

を満足
まんぞく

させる唯一
ゆいいつ

の人間
にんげん

としての人生
じんせい

を送
おく

られました。イエスは「最後
さいご

のアダム」と呼
よ

ば

れ、私たち
わたし  

人間
にんげん

が失敗
しっぱい

し、罪
つみ

を犯した
おか   

場所
ばしょ

で、完璧
かんぺき

に生
い

きられました。イエスは人間性
にんげんせい

において、人類
じんるい

があるべ

き姿
すがた

そのものでした。イエスは神
かみ

の栄光
えいこう

を完全
かんぜん

に反映
はんえい

して生きた
い   

方
かた

として示
しめ

されています。「わたしを見
み

たもの

は、父
ちち

を見
み

たのだ。」（ヨハネ 1 4
じゅうよん

： 9
：きゅう

） 

神
かみ

は過
すぎ

越
こし

祭
さい

の時
とき

に、傷
きず

も汚
けが

れもない小羊
こひつじ

を選
えら

び、「取り分
と  わ

けて」おくように命
めい

じ

られました。つまり、傷
きず

も汚
けが

れのない小羊
こひつじ

としてイエスは、十字架
じゅうじか

に架かる
か   

前
まえ

に神殿
しんでん

で公然
こうぜん

とご自分
じぶん

の生涯
しょうがい

、御業
みわざ

、教え
おし 

の全
すべ

てを人々
ひとびと

に伝
つた

えました。十字架
じゅうじか

の死
し

まで、

真
しん

にイエスが傷
きず

のない犠牲
ぎせい

の小羊
こひつじ

、神
かみ

の義
ぎ

と栄光
えいこう

の最も
もっと 

力強
ちからづよ

いあらわれであるこ

とを示
しめ

しました。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：神殿
しんでん

のイエス 

救済
きゅうさい

物語
ものがたり

の全体
ぜんたい

を通
とお

して、神
かみ

は、人間
にんげん

と神
かみ

との交わり
まじ   

を回復
かいふく

し、私たち
わたし  

人間
にんげん

に近
ちか

づくことを心から
こころ  

望
のぞ

んで

います。 

しかし罪人
つみびと

が神
かみ

の前
まえ

に出れば
で   

滅
ほろ

びてしまうために、罪
つみ

を犯
おか

した人間
にんげん

と神
かみ

が会
あ

うことができないことを、神
かみ

はど

うすればよいか悩
なや

まれました。 

最初
さいしょ

の神殿
しんでん

はソロモンが建て
た  

、神
かみ

のご臨在
 りんざい

が神殿
しんでん

に満
み

ちていましたが、第二
だいに

神殿
しんでん

が建
た

てられた時
とき

には、神
かみ

の玉
ぎょく

座
ざ

を表す
あらわ 

契約
けいやく

の箱
はこ

は行方
ゆくえ

不明
ふめい

となっていたので、神
かみ

のご臨在
 りんざい

が神殿
しんでん

を満
み

たすことはありませんでした。 

しかし、第二
だいに

神殿
しんでん

には、宇宙
うちゅう

を創造
そうぞう

された神
かみ

であられるイエスが人間
にんげん

の姿
すがた

となって垂れ幕
た  まく

の後
うし

ろから出て
で  

来
き

て、

神
かみ

の顔
かお

を私
わたし

たちに示
しめ

し、神
かみ

の声
こえ

を語
かた

られました。御自分
ごじぶん

から人間
にんげん

の所
ところ

まで降りて
お  

来
き

てくださり、私たち
わたし  

の罪
つみ

の

ために身代
み が

わりとなって十字架
じゅうじか

で死
し

んでくださいました。イエスを信じる
しん   

人間
にんげん

を、神
かみ

は罪
つみ

を犯
おか

さなかったイエスと

同
おな

じように見
み

てくださり、罪
つみ

を赦
ゆる

し、神
かみ

が心から
こころ  

望
のぞ

んでいた人間
にんげん

と神
かみ

との交
まじ

わりを回復
かいふく

されました。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：あなたは万物
ばんぶつ

を造
つく

られたからです 

預言者
よげんしゃ

や弟子
で し

のヨハネは 幻
まぼろし

の中
なか

で天
てん

の国
くに

を見
み

せられました。 



旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

の聖所
せいじょ

の奉仕
ほうし

は、人類
じんるい

が神
かみ

の御前
みまえ

に行
い

くことができる唯一
ゆいいつ

の道
みち

は「キリストの血
ち

」だけであること

を示
しめ

しています。 

イザヤもヨハネも、神
かみ

がおられる玉座
ぎょくざ

のある部屋
へ や

の 幻
まぼろし

の中
なか

で、はじめに天
てん

の御使
みつか

いが神
かみ

の聖さ
きよ 

を明
あき

らかにし、

天
てん

の神
かみ

の栄光
えいこう

の光景
こうけい

を見
み

せています。その天
てん

の光景
こうけい

を見
み

せられた人間
にんげん

は、自分
じぶん

は価値
か ち

のない無力
むりょく

な者
もの

であること

を理解
りかい

し、自分
じぶん

の身代
み が

わりとなって死
し

んでくださったキリストの必要
ひつよう

を求
もと

めます。 

サタンは、「神
かみ

は独断的
どくだんてき

で、利己的
りこてき

で、厳しい
きび   

方
かた

だ」と非難
ひなん

します。父
ちち

なる神
かみ

がどんな方
かた

であるかは、私
わたし

たちのために人
ひと

となり十字架
じゅうじか

で死
し

なれた神
かみ

イエスを見
み

ることで、父
ちち

なる神
かみ

の真
しん

の姿
すがた

を見
み

ることができ、サタンの神
かみ

に対
たい

する非難
ひなん

が嘘
うそ

である

ことが示
しめ

されました。イエスの十字架
じゅうじか

による犠牲
ぎせい

の行為
こうい

によっ

て、神
かみ

がご自分
 じぶん

を身代わり
み が   

の犠牲
ぎせい

にするほど私たち
わたし  

を愛
あい

してお

られることと、私
わたし

たちが罪深く
つみぶか 

堕落
だらく

していて、十字架
じゅうじか

によるし

か救い
すく 

の道
みち

はないということを知
し

ることができるのです。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

聖書
せいしょ

は、キリストが唯一
ゆいいつ

の救い
すく 

の保証
ほしょう

であり、罪
つみ

のない唯一
ゆいいつ

の人生
じんせい

を送
おく

り、父
ちち

なる神
かみ

の栄光
えいこう

を完全
かんぜん

に満足
まんぞく

させる汚
けが

れのない神
かみ

の小羊
こひつじ

、永遠
えいえん

の保証
ほしょう

として人類
じんるい

の先頭
せんとう

に立
た

っておられる方
かた

であると示
しめ

し、神
かみ

であるイエス

の死
し

によって罪
つみ

の問題
もんだい

を解決
かいけつ

しました。 

人類
じんるい

が堕落
だらく

し、その堕落
だらく

した人間
にんげん

によって破られた
や ぶ    

神
かみ

の律法
りっぽう

は、罪人
つみびと

の生命
せいめい

を要求
ようきゅう

しました。 

神
かみ

の愛
あい

は、生命
せいめい

を要求
ようきゅう

された人間
にんげん

の身代
み が

わりにイエスを死
し

にわたし、救い出
すく  だ

す贖い
あがな 

の計画
けいかく

を立
た

てました。人
にん

間
げん

の身代
み が

わりに死
し

の要求
ようきゅう

に応
おう

じられるのは、神
かみ

と同
おな

じイエスだけであり、イエスは神
かみ

と同じ
おな 

身分
みぶん

でありながら私
わたし

たちを救
すく

うために悲劇
ひげき

のどん底
ぞこ

に降りて
お   

来
き

てくださいました。イエス・キリストは人間
にんげん

となられた唯一
ゆいいつ

の神
かみ

、神
かみ

の

小羊
こひつじ

です。 


